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ヨコレイ Spirits

 ここは竣工時から呼称が
工場から『物流センター』と

命名された初めての事業所ですね。
ここから後はそれぞれの施
設の荷物構成や主な業務内

容に合わせて『物流センター』、『冷
凍工場』の二つに統一させていっ
たんだ。

　当社が冷蔵倉庫を新たな事業の
柱とすると考えて最初に建てた新
港埠頭工場〔1963（昭和38）年完成〕
から福岡工場〔1972（昭和47）年完
成〕までは、概ね20年前後で建替
えをしていて、那の津埠頭にあっ
た福岡工場も22年が経過していた
ので、代替として建てたんだ。福

岡工場は2002（平成14）年に解体
したから、結局30年間も使ってい
たね。ちなみに福岡工場と同時期
に同じ設計事務所が作った神戸
工場は44年間も使っていたなぁ。」

『物流センター』となって、何
か新しくなったのですか？
ここは福岡工場よりかなり
内陸に入った九州自動車道

福岡インターチェンジの近くに立
地していることもあって、加工食
品などの集荷にも力をいれたのだ
けど、当時は物流系貨物を営業用
冷蔵倉庫に預けるという感覚が少
ない時代で、そのため加工スペー
スや解凍室を備えたり、輸出用養
殖ブリの凍結・保管を依頼され、
当時始まったばかりのHACCP認
証を取得したり、安定するまでは
苦労をした事業所だね。
　それとここの冷却設備は日新興
業が施工したアンモニア直膨アル
ミヘアピンコイルで、自然冷媒ア
ンモニアを採用した脱フロン対応
事業所の第一号だったね。
　ただ、当時フロン冷媒が全盛
だったので、アンモニア冷媒の取
り扱いに不慣れでよくバルブから
アンモニアが漏れていたと聞いた
よ。冷凍機は1号館がコベルコの
スクリュー冷凍機で、2号館は長
谷川鉄工製の高速多気筒冷凍機だ
よ。日新興業の電子膨張弁コント
ローラーのNCCはマグロ船で培っ
た技術なんだけど、すごく優秀で
しっかりセッティングできれば液
バックなんか発生しないし、過熱
度も小さく抑えることができるん
だよ。ただ取り扱いが非常に難し
いんだよね。

防熱は外防熱と吊り天井防
熱工法を採用しておりま

す。この工法だと天井が軽く作れ、
工期も短縮することができまし
た。ただここも荷捌室の湿度のコ
ントロールで苦労しました。後に
陽圧装置を導入して湿度の問題は
解決され、いまでも低温化が維持
されています。

column
■一般的な冷却設備における冷凍サイクル
冷蔵庫の冷却設備は右図の通り、圧縮機、
凝縮器、膨張弁、蒸発器（ヘアピンコイルや
ユニットクーラー）で構成されている。
これら各機器の中で冷媒が液化や蒸発を繰
り返すことで冷蔵庫の内部を冷却している。

九州初の
本格的な内陸型物流拠点
九州自動車道 福岡ICに隣接しているにも
かかわらず、しばらく苦戦続きでした･･･ 

アンモニア直膨式の初導入

　吊り天井防熱工法とは、最上階
の防熱を二重天井の裏側から行う
こと。
　構成は、最上階の天井下面より
順に、天井仕上げ材＋防熱層＋防
湿層となる。天井荷重を屋根鉄骨
からの吊りボルトで受け材を支持さ
せ、揺れ対策に斜め材も必要に応
じて配置する。また、ヒートブリッチ
（断熱材が入っていない柱や梁か

ら外部の熱が内部に伝わる現象）を
抑えるため、吊りボルト・斜め材を天
井裏側で防熱・防湿を行う。
　この施工方法によって、総RC造
の建物に比べて荷重軽減・工期短
縮が可能となった反面、天井裏に
結露が発生しやすいため、定期的
なメンテナンスが必要となる。防
熱材にはウレタン・スチレンボー
ド・断熱パネル系を使用している。

吊り天井防熱工法 Technical  Note

STAGE 2-23

1号棟のスクリュー式冷凍機

　福岡物流センターでは、前年〔1993（平
成5）年〕完成した山川工場と同じ冷却方式
である直接膨張式アルミヘアピンコイルを導
入したが、冷媒は自然冷媒であるNH3（アン
モニア）を採用した。しかし、NH3には毒性
があるので、当時他県においてNH3を使用する設備を建設することに対し、行
政から理解を得られる状況ではなかった。従って福岡物流センター以降に建築
された事業所では、フロン系冷媒であるR-22直膨式が採用されている。
　NH3とフロン系冷媒の特徴の違いの一つに油に対する特性が挙げられ、これ
が冷凍機の運転に大きな影響を与える。
　フロン系冷媒は潤滑油とよく混ざるので、潤滑油は冷凍装置内をフロンと共
に循環し圧縮機に戻って来る。逆にNH3は潤滑油と混ざらないため、圧縮機を
出た油はヘアピンコイルの中で寝込んでしまい、ヘアピンコイルの伝熱を妨げ冷
却不良を起こしたり、圧縮機の油の枯渇を起こしたり、様々なトラブルの原因に
なってしまう。
　2001（平成13）年に竣工した十勝物流センターの頃には、NH3と相溶する
潤滑油も開発されてこの問題は解決されたが、福岡物流センターの頃にはまだ
なかった。
　そのため、福岡物流センターでは、通常では油の排出を行わないような場所
に油回収器を設置するなど、様々な工夫がされている。
　工務担当者はデフロストを行う度に装置内の油を回収し排出しなければならな
いが、その頻度は他工場と比較にならないほど頻繁に実施している。 2号棟の高速多気筒冷凍機

福岡物流センター1号棟〔1994（平成6）年〕 福岡物流センター2号棟〔1997（平成9）年〕 輸出用養殖ブリの凍結作業。

福岡物流センター（1号館・2号館）

新設／増設　稼働中

竣工 DATA
竣工年月 1994（平成6）年3月 1997（平成9）年4月
設計者 創元設計 創元設計
施工者 松尾建設 松尾建設

施設概要

敷地面積 20,203.88㎡
延べ床面積 17,911.56㎡ 17,149.56㎡
構造 RC造3階建 RC造3階建

プラットホーム 密 閉 型 高 床 式･17
バース

防熱方式 外壁外防熱･吊り天
井防熱

外 壁 外 防 熱･吊 り 天
井防熱

収容能力

総トン数 22,433t 22,281t
F級 19,159t 16,767t
C級 1,434t 5,514t
C&F 1,840t ×
ドライ × ×
凍結 20t/日 ×

冷却設備

施工者 日新興業 日新興業
冷凍機メーカー KOBELCO 長谷川鉄工
主要冷凍機 スクリュー冷凍機 高速多気筒冷凍機
冷媒 アンモニア アンモニア

冷却方式
集中式･直接膨張式･
アルミヘアピンコイ
ル･ユニットクーラー

集中式･直接膨張式･ア
ルミヘアピンコイル･
ユニットクーラー

荷捌室低温化 1階+18℃・2階
3階+10℃ 各階10℃

その他設備
ロープ式エレベー
ター 2基、垂直搬送
機3基

ロープ式エレベーター
1基、垂直搬送機4基、
ドッグレベラー4基

吊りボルト

屋根 :長尺折板葺

架構：鉄骨造

内壁：角波鋼板

天井：キーストンプレート
　　　(防熱下地 )

外
壁
：
穴
明
Ｐ
Ｃ
板

防熱：天井上防熱材ウレタン吹付
             の上吹付防湿層

凝縮器

冷却水ポンプ

熱を捨てた冷媒ガスは
高圧ガスから高圧液になる

圧縮機

吸入弁

低圧の冷媒ガスを圧縮し
高温高圧ガスにする

油分離器

吐出弁

受液器

膨張弁

ドライヤ

蒸発器

冷蔵室

庫内の空気から熱を
奪い冷媒は蒸発する

高圧の冷媒液が通過し、
断熱膨張することにより、
低圧の液とガスの混合体
になる

ガス

液
蒸発

高温低温


